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粘弾性緩和で探る冥王星の氷地殻の物性

Physical properties of Pluto's ice shell inferred from its viscoelastic

relaxation

 
*鎌田 俊一1、Nimmo Francis2

*Shunichi Kamata1, Francis Nimmo2

 
1. 北海道大学　創成研究機構、2. カリフォルニア大学サンタクルーズ校

1. Creative Research Institution, Hokkaido University, 2. UC Santa Cruz

 
　本研究では、冥王星の氷地殻の物性を粘弾性変形の観点から制約することを目指す。冥王星の表面は氷で覆

われているが、その地下には全球的な海が広がっていることがNew Horizonsの画像から示唆されている。その

根拠の一つが、巨大なクレーターである「スプートニク平原」がカロンとの潮汐軸付近に位置していることで

ある。もし地下に海がないのであれば、真の極移動によって平原は極付近にあるはずである。現にそうなって

いないのは、平原の下では氷地殻が薄く、内部海が分厚くなっており、正の重力異常を持つためだと考えられ

る。しかし、この氷地殻下端の地形は粘性流動によって徐々に平らになっていくはずである。この流動の時間

スケールがスプートニク「盆地」形成からの時間を下回らないということから、氷地殻の粘性率について制約

することができる。Kamata & Nimmo (2017)のアプローチを踏襲した粘弾性変形計算を行った結果、流動の

時間スケールが10億年以上となるためには、氷地殻下端での粘性率が >1018 Pa sでなければならないことが分

かった。これは、冥王星の氷の基準粘性率が地球の氷のそれよりも数桁大きいか、あるいは内部海の温度が非

常に低温であることを示唆している。
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